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庭
園
や
公
園
が
私
は
苦
手
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
広
さ
に
も
よ
る
が
、
自
然
度
が
高

い
所
に
は
虫
が
い
る
か
ら
、
つ
い
そ
れ
が

私
の
基
準
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る

と
、
い
わ
ゆ
る
公
園
は
人
工
度
が
高
す
ぎ

て
い
け
な
い
。
私
は
神
奈
川
県
鎌
倉
市
で

生
ま
れ
育
ち
、
今
で
も
住
ん
で
い
る
か

ら
、
最
寄
り
の
山
や
川
が
子
ど
も
の
時
か

ら
観
察
と
採
集
の
フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
。

鎌
倉
に
は
寺
社
が
多
く
、
寺
社
の
裏
山
は

庭
園
か
ら
そ
の
ま
ま
山
に
続
く
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
の
で
、
年
中
寺
社
の
庭
と
そ
の

裏
山
を
歩
い
て
い
た
。
近
年
は
寺
社
も
領

域
を
き
ち
ん
と
定
め
て
、
領
域
内
を
整
備

す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
い
さ
さ
か
面
白

く
な
く
な
っ
た
。
と
く
に
土
が
露
出
し
て

い
る
状
態
を
現
代
人
は
嫌
う
の
で
、
舗
装

し
た
り
、
砂
利
を
引
い
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
。
そ
れ
で
多
く
の
虫
が
住
処
を
な
く

し
て
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
美
し
い
ハ
ン

ミ
ョ
ウ
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

も
っ
と
も
自
然
と
言
っ
て
も
、
な
に
が

本
来
の
自
然
か
は
、
簡
単
に
は
決
め
ら
れ

な
い
。
最
近
、
近
所
の
寺
の
裏
山
を
歩
い

て
、
い
わ
ゆ
る
雑
草
を
観
察
し
て
い
る

と
、
半
分
以
上
が
外
来
種
の
よ
う
な
気
が

京
都
御
苑
は
江
戸
期
ま
で
御
所
を
取
り
囲
む
宮
家
や
公
家
の
家
々
が
建
ち
並
ぶ
屋
敷
街
だ
っ
た
。
明
治
以
降
天
皇
と

と
も
に
公
家
達
も
東
京
へ
移
り
住
み
、
廃
屋
と
な
っ
た
一
帯
を
整
理
す
る
た
め
に
国
家
事
業
と
し
て
樹
木
を
植
栽
し

公
園
化
さ
れ
た
。
京
都
御
苑
は
人
工
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
百
五
十
年
近
く
を
経
て
そ
こ
に
は
独
自
の
生

態
系
も
育
ま
れ
て
い
る
。
自
然
科
学
か
ら
文
化
社
会
現
象
に
至
る
ま
で
多
く
の
著
作
を
有
し
、
か
つ
て
京
都
国
際
マ

ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
と
し
て
京
都
と
も
縁
の
深
い
養
老
孟
司
氏
が
自
然
と
の
つ
き
あ
い
方
に
つ
い
て
語
る
。

養
老
孟
司

人工と自然、
手入れのこと
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の
も
多
く
、
視
覚
的
に
も
一
番
楽
し

め
、
ま
た
写
真
映
え
も
す
る
、
き
の

こ
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
時
期
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
イ
グ
チ
の
仲
間
と
テ
ン
グ
タ
ケ

の
仲
間
に
つ
い
て
一
種
ず
つ
例
を
挙

げ
て
解
説
す
る
。

イ
グ
チ
の
仲
間
は
傘
の
裏
側
が
ひ

だ
で
は
な
く
管
孔
で
あ
る
の
が
一
般

的
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
中
で
傘
の

表
面
に
ぬ
め
り
が
あ
る
も
の
が
ヌ
メ

リ
イ
グ
チ
の
仲
間
で
あ
る
。
ヌ
メ
リ

イ
グ
チ
の
仲
間
の
ひ
と
つ
、「
チ
チ

ア
ワ
タ
ケ
」
は
苑
内
で
最
も
多
く
み

ら
れ
る
種
の
一
つ
で
、
七
月
～
九
月

ご
ろ
に
マ
ツ
樹
下
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
発
生
す
る
（
写
真
１
）。
比
較
的

若
い
も
の
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
管

孔
か
ら
乳
液
が
確
認
で
き
る
こ
と
が

あ
り
、
こ
れ
が
和
名
の
由
来
と
な
っ

て
い
る
。

テ
ン
グ
タ
ケ
の
仲
間
は
、
柄
の
上

部
に
マ
ン
ト
の
よ
う
な
「
つ
ば
」、

京
都
御
苑
の
広
大
な
敷
地
内
に
は

様
々
な
樹
種
が
存
在
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
樹
種
を
と
り
ま
く
多
様
な

生
態
系
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
き

の
こ
」
類
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
こ

で
は
、
京
都
御
苑
で
秋
季
（
九
月
ご

ろ
）
に
み
ら
れ
る
「
き
の
こ
」
二
種

を
紹
介
し
つ
つ
、
生
態
系
に
お
け
る

役
割
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
（
七
月
～
九

月
）
は
、
近
畿
地
方
で
最
も
き
の
こ

の
発
生
が
さ
か
ん
な
時
期
で
あ
る
。

九
月
ご
ろ
、
暑
さ
が
少
し
和
ら
ぎ
、

台
風
や
秋
雨
前
線
に
よ
る
降
雨
が
増

え
て
く
る
と
、
苑
内
い
た
る
と
こ
ろ

の
マ
ツ
や
ブ
ナ
科
広
葉
樹
の
樹
下

に
、
び
っ
し
り
と
地
面
を
埋
め
る
よ

う
に
生
え
る
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
中
型
か
ら
大
型
の
ま
さ

に
「
き
の
こ
」
と
い
う
形
を
し
た
も

リ
カ
も
日
本
も
な
い
ら
し
い
。
マ
ユ
ミ
で

さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
の
で
あ
ろ
う
。

植
物
は
目
に
見
え
、
花
が
咲
く
か
ら
わ

か
り
や
す
い
。
問
題
は
地
中
の
菌
類
で
あ

る
。
菌
類
は
キ
ノ
コ
の
形
を
と
ら
な
い
と
、

い
る
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
し
、
同
定
も
で

き
な
い
。
菌
類
に
依
存
す
る
虫
が
多
い
こ

と
は
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
飼
育
で
は
っ
き

り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
菌
類
は
土
中
に
菌

糸
の
網
の
目
を
伸
ば
し
て
い
る
が
、
ク
ワ

ガ
タ
の
場
合
は
、
腐
朽
し
た
木
材
に
幼
虫

が
棲
み
、
木
材
と
い
う
よ
り
、
そ
こ
に
生

き
る
菌
類
に
依
存
す
る
ら
し
い
。
朽
木
に

棲
む
虫
は
種
類
が
多
い
が
、
そ
の
多
く
は

菌
類
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

土
中
の
菌
類
相
が
自
然
の
ま
ま
に
保
た

れ
て
い
る
こ
と
が
、
農
業
に
と
っ
て
も
重

要
で
あ
る
。
最
近
で
は
「
カ
ー
ボ
ン
・

フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ

て
、
こ
れ
は
土
中
に
炭
素
を
保
存
す
る
よ

す
る
。
カ
ナ
ム
グ
ラ
な
ん
て
、
古
来
か
ら

の
雑
草
の
典
型
だ
と
思
う
が
、
家
の
近
所

の
山
へ
の
上
り
口
に
生
え
て
い
る
の
は
、

シ
ラ
ホ
シ
ム
グ
ラ
と
い
う
種
ら
し
い
。
植

物
名
を
教
え
て
く
れ
る
便
利
な
ア
プ
リ
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
に
頼
る
の
だ
が
、
庭
の

ア
ザ
ミ
を
こ
れ
で
調
べ
て
み
る
と
、
ア
メ

リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
な
ど
と
出
て
く
る
。
ア

ザ
ミ
に
つ
く
甲
虫
は
何
種
も
あ
る
が
、
最

近
そ
れ
ら
を
見
か
け
な
い
の
は
、
古
来
の

日
本
の
ア
ザ
ミ
が
な
く
な
っ
た
せ
い
か
も

し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
虫
と
植
物
の
性
質
に

も
よ
る
。
箱
根
の
別
宅
の
庭
に
は
マ
ユ
ミ

が
生
え
て
い
る
が
、
そ
の
木
か
ら
本
邦
最

大
種
の
ヒ
メ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
す
る
。
こ

の
マ
ユ
ミ
を
確
か
め
て
み
た
ら
、
ア
メ
リ

カ
マ
ユ
ミ
と
同
定
さ
れ
た
。
以
前
の
こ
の

家
の
持
ち
主
が
ア
メ
リ
カ
人
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
頃
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ヒ
メ
ゾ
ウ
ム
シ
に
と
っ
て
は
、
ア
メ

▼ 

御
苑
と
周
り
の
自
然
と
の
つ
な
が
り　

―
生
態
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
― 

▲

　
夏
か
ら
秋
の
き
の
こ
二
種
と

　
そ
の
生
態
に
つ
い
て

北
出
雄
生

う
な
農
業
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
化
学

肥
料
や
除
草
剤
の
投
与
で
失
わ
れ
る
土
中

の
菌
類
を
保
存
す
る
と
い
う
の
が
主
眼
で

あ
る
。

ヒ
ト
は
自
分
の
功
績
を
誇
り
た
が
る
生

き
物
で
あ
る
。「
ひ
と
り
で
に
収
穫
を
得

た
」
と
い
う
の
は
気
に
入
ら
な
い
。
そ
こ

に
ど
れ
だ
け
「
自
分
の
功
績
が
あ
っ
た

か
」
を
言
い
た
い
の
で
、
額
に
汗
し
て
地

面
を
耕
す
こ
と
に
な
る
。
不
耕
起
、
つ
ま

り
耕
さ
な
く
て
も
収
穫
は
普
通
に
あ
る
と

い
う
の
で
は
、
気
に
食
わ
な
い
の
に
違
い

な
い
。
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
園
を
見

て
い
る
と
、
つ
い
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

て
し
ま
う
。
ど
こ
ま
で
、
ど
う
手
を
入
れ

れ
ば
最
善
な
の
か
。
こ
れ
は
正
解
の
な
い

難
問
で
あ
ろ
う
。
人
生
そ
の
も
の
に
も
通

じ
る
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
解
剖
学
者
／
京
都
国
際
マ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉
館
長
）

写真１：チチアワタケ （佐野修治氏提供）

写真２：チャタマゴタケ
（褐色型）

←

→

紅葉と京都御所建春門

京都御苑、閑院宮邸跡の庭園

マユミの実
（京都御苑 西園寺邸跡）

クヌギシギゾウムシ
（京都御苑 トンボ池）

撮影：河合嗣生
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京
都
に
あ
る
民
間
放
送
局
と
し
て
昨
年

開
局
七
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
京
都
御

所
の
西
、
蛤
御
門
近
く
の
現
在
の
社
屋
に

移
る
の
が
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
年
）。

そ
こ
か
ら
四
十
年
、
私
も
若
手
時
代
に

は
、〝
営
業
の
外
回
り
〟
と
称
し
御
苑
で

下
部
に
「
つ
ぼ
」（
様
々
な
形
状
の

ふ
く
ら
み
）
を
も
つ
の
が
一
般
的
な

特
徴
で
あ
る
。
七
月
～
九
月
ご
ろ
、

苑
内
の
シ
イ
や
カ
シ
の
樹
下
に
は

「
チ
ャ
タ
マ
ゴ
タ
ケ
」
が
発
生
し
て

い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
種
は
九

州
な
ど
南
方
を
中
心
に
分
布
し
、
発

生
は
比
較
的
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
近

年
は
近
畿
地
方
の
様
々
な
場
所
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
種

の
典
型
的
な
も
の
は
褐
色
型
（
写
真

２
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

黄
色
型
（
写
真
３
）
や
白
色
型
も
存

在
し
て
い
る
。
京
都
御
苑
は
こ
れ
ら

三
つ
の
タ
イ
プ
を
同
時
に
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
る
非
常
に
恵
ま
れ
た
観

察
地
で
あ
る
。

「
き
の
こ
」
は
「
真
菌
」
と
い
う

グ
ル
ー
プ
の
生
き
物
で
、
生
物
の
教

科
書
等
で
は
、
生
物
遺
体
を
分
解
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
「
分
解
者
」

と
し
て
、
植
物
（
生
産
者
）、
動
物

（
消
費
者
）
と
と
も
に
生
態
系
を
形

作
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
種
類
は
こ

れ
に
は
あ
て
は
ま
ら
ず
、
植
物
と
深

い
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
生
き
て

い
る
「
菌
根
菌
」
で
あ
る
。「
き
の

こ
」
の
本
体
で
あ
る
「
菌
糸
」
が
植

物
の
「
根
」
と
か
ら
み
あ
い
、「
菌
根
」

を
形
成
す
る
。
そ
こ
で
は
、
植
物
が

光
合
成
で
生
産
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

を
菌
側
に
与
え
る
一
方
で
、
菌
は
広

域
な
菌
糸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
得
た
無
機
塩
や
水
分
を
植
物
側
に

与
え
て
お
り
、
生
態
学
的
に
は
「
相

利
共
生
」
の
関
係
性
に
あ
る
（
写
真

４
）。
言
い
換
え
る
と
、
苑
内
で
数

多
く
の
「
き
の
こ
」
を
観
察
で
き
る

の
は
、
多
様
な
樹
種
が
そ
れ
ぞ
れ
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
頑
張
っ
て
い
る
お

か
げ
と
い
え
る
一
方
で
、「
き
の
こ
」

の
お
か
げ
で
木
々
が
健
全
に
成
長
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
結
果
、

京
都
御
苑
の
広
大
な
森
が
維
持
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

十
一
月
ご
ろ
に
な
り
気
温
が
下

が
っ
て
く
る
と
、
上
に
あ
げ
た
よ
う

な
「
菌
根
菌
」
は
徐
々
に
姿
を
消
し
、

木
材
や
落
ち
葉
の
分
解
者
で
あ
る

「
腐
生
菌
」
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
く
る
。
こ
の
時
期
の
「
き
の
こ
」

に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
紹
介

し
た
い
と
思
う
。

　
（
京
都
自
然
観
察
学
習
会

�

／
京
都
御
苑
き
の
こ
会
）

写真３：チャタマゴタケ
（黄色型）

写真４：マツ樹下のイボテングタケ。
菌と植物は地中でつながり物質交換
を行いながら共生している

い
ま
す
が
、
そ
の
精
神
性
を
引
き
継
ぐ
べ

く
、
こ
の
春
か
ら
『
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
を
通
じ
「
自
然
と

共
生
」
し
「
人
と
共
生
」
す
る
、
そ
ん
な

社
会
を
目
指
す
多
彩
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
丹

念
に
拾
い
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
京

都
御
苑
の
木
々
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
。

（
株
式
会
社　

京
都
放
送
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
）

取
締
役
）

■
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都

京
都
市
上
京
区
烏
丸
上
長
者
町

烏丸通に面するKBS京都社屋

昼
寝
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
会
社
に
戻
る
と
上

司
に
バ
レ
バ
レ
、
髪
に
し
っ
か
り
葉
っ
ぱ

が
付
い
て
い
た
り
し
て
…
…
。

K
B
S
京
都
は
、
絶
滅
寸
前
の
原
種
・

藤
袴
を
育
て
る
『
守
ろ
う
！
藤
袴
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
育

成
か
ら
社
員
が
行
い
、
開
花
す
る
初
秋
に

は
京
都
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KBS京都敷地内で藤袴の育成を行う

ラジオスタジオ風景

京都大学大学院農学研究科森林科学専攻修士２回生
蝶類の観察ポイント

環境デザイン学分野   袁　月

蝶類は一体どこにいるんだろうと思われ
る方もいるかと思いますが、実は蝶類を
簡単に探す方法があります！
蝶類は植物と緊密な関係にあり、幼虫
段階の蝶は、決まった植物（食草）し
か食べません。蝶類の食草が生育して
いる近くでは、蝶類観察は比較的簡単
です。例えば、ヤマトシジミを見つけた
い時は、その食草であるカタバミの周り
を注意して観察してみてください。
他にも、蝶類の飛び方や形や色などで、
大体の種がわかります。研究者のよう
に同定できずとも、少しでも見分ける
ことができれば、もっと楽しくなると思
います。例えば、京都御苑で、とても
早く飛ぶ大型で緑色の帯が美しい個体
は間違いなくアオスジアゲハです。また、
草地の上で吸蜜や休憩を行う、小型で
橙色を帯びている個体はベニシジミで
しょう。
植物の多様性が高い京都御苑は、蝶類
の多様性も高いと考えられます。蝶類
の観察ポイントを少し知ってもらい、蝶
類観察を楽しみましょう！

カタバミの上に止まっているヤマトシジミ
（2021年６月25日撮影）



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
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白川書院 環境省京都御苑管理事務所

企画・発行／お問合せ先

編集 監修

編集後記

会員募集（2022年度）のお知らせ
2022年度（2022年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員…………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1	京都御苑ニュースの送付
2	申し込み年度の葵祭及び時代祭の

観覧席招待券の進呈（ただし普通会員
は会費4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

https://fng.or.jp/kyoto京都御苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

昆虫と植物、植物と菌類との関係性は深く、人
類を支えているといってもよいが我々はそのこ
とをほとんど知らない。御苑の自然についてもど
う対処すればよいか、養老先生から提示され
たなかなか正解の出ない難問であるが、つきあ
い続けねばならない。� （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館／京都御苑総合案内所

京都御苑南西角の閑院宮邸跡に建つ公家屋敷の
風格残る旧宮内省建物の遺構です。展示室では
京都御苑の歴史や自然をVR映像などで学べま
す。また京都御苑の総合案内所として、マップ
や苑内の見どころなど旬の情報を提供。
開館時間： 9:00～17:00（展示室は16:30まで）
休 館 日：年末年始　※展示室は月曜日閉室
アクセス：�御苑南西角　間之町口すぐ（地下鉄丸太

町①出口　市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の現存する唯一の
建物で、江戸時代後期に建てられました。
公 開 日：�毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 9:30～

15:30 ※諸事情により参観休止の場合あり。
　　　　　参観料　300円（中学生以下無料）
貸切利用： �茶会、句会、謡曲等の会合にご利

用できます。（公開日除く）有料
※詳細はホームページをご参照ください。

京都御苑情報館

本年5月にオープンした中立売休憩所に隣接す
る新施設。京都御苑のジオラマ模型など御苑全
体の歴史や自然を紹介しています。
開館時間： 9:00～16:30

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物も多数揃えています。

中立売休憩所（『京都御苑 檜垣茶寮』）
営業時間： 9：00～16：30
京都御所前に位置し、御苑の木々に囲まれた「森の
休憩所」。中立売駐車場に隣接し、京都御所参観
へのアクセスは抜群。セットメニューから軽食、カフェ
まで木の香る落ち着いた雰囲気の中でお食事がで
き、売店『檜垣』では、御所限定のオリ
ジナル商品を多数取り揃えています。
KYOTO-WiFi（無料）も利用可能。

近衞邸跡休憩所（本年5月新規オープン）
京都御苑北西部の近衞邸跡にあり、児童公園に
隣接。シダレザクラに囲まれゆったりと和スイーツで
カフェタイムをお過ごしください。

清和院休憩所（本年5月新規オープン）
京都御苑東部の京都仙洞御所や京都迎賓館参観
口前に位置し、清和院駐車場からも近接。
富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニスコー
ト隣接）現在無料休憩所として利用できます。
※詳細はホームページをご参照ください。

運動施設

富小路テニスコート（5面）有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：（一財）国民公園協会京都御苑

駐車場

中立売駐車場（乗用車・バス併用／乗用車131
台・バス16台）
利用時間：乗用車 7:00～20:00（24時間出庫可）
　　　　　バ　ス 8:00～17:00　
料　　金：乗用車 800円（3時間まで）
　　　　　当日最大料金 1,200円　
　　　　　バス　2,000円（3時間まで）
●夜間のバス利用について
利用時間：入庫 17:00～20:00　出庫 翌朝8:00まで
料　　金： 1泊 3,000円
清和院駐車場（乗用車専用／81台）
利用時間： 7:00～20:00（24時間出庫可）
料　　金： 800円（3時間まで）
　　　　　当日最大料金 1,200円　
※�詳細はホームページをご参照ください。

京都御所の通年公開

公 開 日： �通年（事前申し込み不要／無料）
　　　　　ただし、下記は休みとなります。
　　　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
　　　　　行事等実施のため支障のある日
公開時間： �9月/9:00～16:30（入場は15:50まで）
　　　　　10～11月/9:00～16:00 （入場は15:20まで）
入 場 門： 御所清所門
アクセス： �御苑北西角　乾御門より （地下鉄今出川
　　　　　③出口　市バス烏丸今出川　徒歩8分）
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都仙洞御所の参観

事前申し込みに加えて当日受付も行われています
当日受付：��京都仙洞御所にて11時頃から先着順に

整理券を配布。（満員になり次第終了）

　　　　　当日受付枠は13:30、15:30。
　　　　　各時間とも定員は10名。
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外からの
賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深めてい
ただくための国の迎賓施設です。
公開日程： 迎賓館のホームページでご確認ください。
参観料金：�大人 2,000円　大学生 1,500円
　　　　　中高生 700円
参観受付： 清和院休憩所
お問合せ：迎賓館京都事務所　☎075-223-2301

京都御苑Instagram／Twitterで紅葉情報をチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

京都御苑 自然ふれあいイベント

①京都御苑 秋の自然教室
日　程：令和4年10月開催予定。
内　容：秋の御苑で見ることのできる生き物を観察します。
②京都御苑 初秋のトンボ池一般公開
普段は立ち入りを制限している「トンボ池」を公開します。
日　程：令和4年9月開催予定。
場　所：京都御苑トンボ池（富小路口北東へ徒歩5分）
主　催：環境省京都御苑管理事務所
運　営：（一財）国民公園協会京都御苑
※詳細は決まり次第ホームページなどでお知らせします。

御所の華弁当 
右近の橘(刺身付き)

（要予約）

福来（ふっくら）どらやき 
黒蜜きなこスペシャル

VRシアター

＊京都御苑における新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
■苑内のご利用に当たり次の予防対策にご理解、ご協力お願いいたします
◦マスク着用、咳エチケット　◦手洗い、手指の消毒　
◦ソーシャルディスタンスの確保　　
◦密集回避のためレジャーシートを使用する際は、人との距離を十分に保つ

@kyotogyoen_
resthouse

京都迎賓館 
桐の間


